
      

5月、里は新緑の季節を迎え、日一日と深さを増す木々の緑の中で、様々な初夏の花を見つける

ことができます。 

駐車場の入り口で迎えてくれるヤマボウシの花は、１つの花のように見えますが、小さな花が集

まったもので、白い花弁のように見えるのは、葉が変化した総苞と呼ばれるものです。この総苞は、

花芽が小さいうちからよく目立ち、すでに開花しているように見えます。花芽の成長と共に次第に

大きくなっていき、花の咲いている期間が長いように感じられます。 

同じく駐車場にあるトベラは、海岸線沿いに自生するため乾燥に強く、街路樹によく使われます。

花はよい香りがします。秋に実る赤い種子は粘着性が強く、鳥などの体について遠くに運ばれます。 

センター前に咲くアメリカヒトツバタゴは、「ナンジャモンジャ」とも呼ばれる希少種のヒトツ

バタゴの仲間で、花が咲くと雪をかぶったような姿になります。 

センター横の藤棚や里山エリアでは、フジの花が見られます。つる植物で、木に絡みついて伸び

ます。小さな花が集まった房がいくつも垂れ下がる姿は見事です。 

フジが終わる頃、ハンノキ広場などで、かわいい釣鐘型のエゴノキの花が咲きます。実はサポニ

ンが含まれ、えぐみがあるため名が付きました。 

 中央広場の上の道などでは、サワフタギが花をつけます。よく見るとハイノキ科独特の雄しべの

長い花がたくさん集まっています。沢に蓋をするように咲くため名が付きました。 
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 フジのほかにもつる植物の花

が新緑の里の木々を華やかに飾

ります。 

 歌人、藤原定家の名にちなんだ

テイカカズラは、プロペラのよう

な形の花を咲かせます。 

 スイカズラは、咲き始めは白で

すが、徐々に黄色になっていくこ

とから「金銀花」とも呼ばれます。 

 足元に咲く花ばかりでなく、少し目線を高くして、こんな木に咲く花たちも探してみて下さい。 

 開園 20周年記念イベント「ふれあいの里は大騒ぎ」

を 4月 21日（日）に開催しました。 

当日は、大勢のご家族連れで賑わい、笑顔の絶え

ない一日となりました。 

特に各講座の講師による作品展示やクラフトコー

ナーでは、流木を使った工作や里山にあるものを使

ったリースづくりなど人気がありました。 

そして、お昼にはキッチンカ―による「焼きそば」

「えびせんべい」などでお腹を満たしました。 

 

５月の行事予定 

・春色リースでウキウキしましょ         5月  5日（日） 午前 9:30  ～ 11:30 

・苔玉作ろう！中央広場編          5月 12日（日） 午前 9:30  ～ 11:30  

・棚田で田植えをしようⅠ※1             5月 26日（日） 午前 9:30  ～ 11:30 

６月の行事予定 

・初夏でぶら散歩🌼花飾りを作ろう      6月  9日（日） 午前 9:30  ～ 11:30 

・さとやま俳キング            6月 16日（日） 午前 9:30  ～ 11:30 

・草木染めにチャレンジ          6月 22日（土） 午前 9:30  ～ 11:30 

 

参加受付は、各行事 2週間前の午前 8時 30分から先着順で来園・電話受付のみとなります。 

※１ 米つくりⅠ～Ⅲは継続参加が基本ですが、途中からの参加もできます。 
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